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通貨 改革前後 の西 ドイツ労働市場

吉 武 清 彦
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は し.が き

若干の術語の定義

通貨改革前の西 ドイツ労働市場

通貨改革直後の西 ドイツ労働市場

1949年 よ りエ950年初頭迄の労働市場

結 論

'

は し が き

戦後西 ドイツ経済 の急速な 再建過程は 世界の各国 か ら注目 され,再 建の諸

.要因に就いて多 くの研究がなされておる。復興の外因的要因 として,例 へばマ

ーシアル援助資金の合理的な使用や1950年 以降の世界的好況に基 く輸出の増大

等が挙げ られ,内 因的要因 として通貨改革,自 由主義的な経済政策,自 立的な

貿易政策が挙げ られておる。これ らの諸要因の うちいつれが最重要な ものであ

るかを決定することは決 して容易ではないであらう。 しか しなが ら,筆 者の見

解に依れば,戦 時経済の遺産たる過剰通貨累積の悪循環 を断ち切 り,生 産を飛

躍的に増大せ しめるのに最大の役割を果した ものは通貨改革であつた。更に又

東西 ドイツ分割に基 く経済 構造の変化,約 一千万に も及ぶ各種避難民の流 入

に依つて生 じた人口構成の変化,こ れ らの変化に適応 して新 しい経済構造 と労

働市場 とを急速に,西 ドイツ内に確立せ しめたの も通貨改革であつた。

本稿は,か ～る見解に立ち,通 貨改革が西 ドイツ労働市場に とつて如何なる

意義を もつ ものであつたかを確定することを目的 とするものである。西 ドイッ

労働市場の発展に就いては既に我が国に於て も詳細に紹介 されてお るが,そ れ

らは主 として50年 以降を取つてお り,敗 戦 よ り通貨改革を申には さむ1950年 以

前の西 ドイツ労働市場に就いては,資 料の入手難 もあつて未だ充分に分析研究
くり

されてお らない。筆者は最近西 ドイツ労働省の好意で50年 以前の労働市場に関

(1)西 ドイツ労働市場の50年 以前の歴史を詳細に扱った邦交交献は殆んどないと云ee
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する若干の資料を入手 したので,そ れ ら資料に基 き通貨改革前後の労働市場の

変化を描出分析 して見 たい と思ふ。始めに順序 として西 ドイツの労働市場統計

に用 ひられてお る若干の術語の定義 を述べ,次 に通貨改革前,更 には改革後の

労働市場の状況を述べ ることにする。

1.若 干 の 術 語 の 定 義
の

1949年 以前の西 ドイツ労働市場統計は専 ら占領軍に依つて各占領地区毎に行

は れ た 。(ArbeitsblattderZonenverwaltung1946-1949)筆 者 は こ の 統 計 資

料を直接利用することが出来なかつた。本論文で使用 されておる1948年 迄の統

計資料は,専 ら筆者手許にある諸文献の統計の転載であることを断つておかな

ければならない。なほフランス地区に就いての資料はこれ らの文献に於 てしば

しば見 ることが出来なかつたので,通 貨革改前迄は フランス地区を除外し,英

米地区に限定せざるを得なかつた場合がある。なほ1949年 以前のこれ ら統計に

幹 っ て 良 い
。 た だ 比 較 的 詳 細 に 述 べ て あ る もの と して は 『ド イ ツ の 労 働 事 情 』(労 働

省 大 臣 官 房 統 計 調 査 部,昭 和25年 刊)が 挙 げ られ る 。 西 ド イ ツ の み で な く海 外 労 働

事 情 に 詳 細 な の は 同 調 査 部 刊 行 の 『海 外 労 働 経 済 月 報 』 で あ る が,之 は1950年11月

よ りの 公 刊 で あ る 。 邦 語 文 献 と して は 西 ド イ ツ 経 済 全 般 を 扱 っ た 研 究 書 並 び に 翻 訳

書 が 挙 げ ら,そ れ ぞ れ 一 章 を 設 け て 労 働 市 場 を 扱 っ て お る 。 若 干 の 例 は 次 の 如 くで

あ る 。

IFO・lnstitutFUrWirtschaftsforschung,FUnf∫ahreDeutscheMark .Mttnchen.

ユ953.(邦 訳 『西 独 経 済 の 再 建 過 程 』 吉 野 俊 彦 訳 。 ダ イ ヤ モ ン ド社 。 昭29)

日 本 財 政 経 済 研 究 所 編.西 ドイ ツ の 経 済 復 興 。 昭 和31年 。

TheIntemati㎝alLabourOffice,ActionagainstUnemployment.1950.(邦 訳

『各 国 の 雇 用 失 業 及 び 完 全 雇 用 政 策 』 労 働 省 労 働 統 計 調 査 部 訳)

(2)筆 者 が 西 ド イ ツ 労 働 省 よ り送 られ た 文 献 の 若 干 を 記 せ ば 下 記 の 如 くで あ る。

Entwick】ungundUrsachenderArbeitslosigkeitinderBundesrepublikDeutschland

1946-1950.1950.Entwicklung,StandundGewichtderFYaueaarbeitslosigkeitin、

derBundesrepublikDeutschland.Bonn,1951,Diebesch盗ftigtenArbeiter,

Angestel】teundBeamteninderBundesrepublikDeutschland1938・undl951.

Ana】ysederwestdeutschenArbeitslosigkeit1952.

な お 筆 者 の 手 許 に あ る西 ドイ ツ 経 済 並 に 労 働 市 場 に 関 す る文 献 の 主 な もの を 記 せ ば

次 の 如 く、で あ る 。

DeutscheslnstitntftirWirtschaftsforschung,DiedeutscheWjrtschaftZweiJahre

nachdemZusammenbruch.1947.

V.Siebrecht,、ArbeitsmarktundArbeitsmarktpQlitikinderNachkriegSzeit,

(KohlhammerVarlag;Stuttgart,1956)

DeutseheslnstitutfiirWirtschaftsforschung.WirtschaftsproblemederBesatzungs-

zonen.1948.

He町C,Wallich,MainspringsofTheGermanRevival.(YaleStudiesin

Economics5.;YaleUniversityPress,1955.)
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於 け る雇 用 並 に失 業 に就 い て の 定義を筆者 は遣憾 なが ら見出す こ とが出来なか

つ たので,1950年 以 降 の これ ち術 語 の定 義 との比 較が出来 なかつ た・が,雇 用 と

失 業 とに関 す る限 りは,諸 文献 に於 て統 計 は何 らの註 もなしに1949年 の前 と後

とを連続 的 に使 用 してお るので,筆 者 は 大 きな異 同 が ない もの と見倣 して使用

した。以下 現在西 ドイツで使用 されてお る雇用 と失業の定義 に就 い て参考迄に

記 してお くこ とにす る。 、

現在 の西 ドイツに於 て雇用並びに失業 に関す る全般的 な統計は二種類 あ り・

一 つは 『労働仲介並びに 失業保険庁』(DieBundesan8taltftirArbeitsvermit・

1ungundArbeitslosenversicherung)が 各地 域 の労働 局(ArbeitShmter)を 通 じ

て定 期 的 に行 ふ労 働統 計(即 ち職業 安定 所統 計)で あ り,他 方 は統 計 庁(Die

くき　

statistiScheBundesamtが 不 定期 に行 ふ 職 業 統 計 で あ る。 この二者の間 に は雇

用並 びに失業に関す る定義 に於 て若干 の違 ひが あ り,ま た分 類 方 法 も異 る。 こ

の論 文 で は前者 の労働局 が行ふ定期的 な労働統 計 を用ふ るか らこの労働統計 に

就 い て述べ るこ とにす る。

この労働計 に於 ける雇用者 とは,調 査 日に於 て何 らか の従 属 的 な労働関係 に

立 ち,主 テこる職 業 に完 全 に就 業 してお る労働者,職 員(Aiigestellte)並 び に官

くの

吏を指す ものである。之等の雇用者は別言すれば 『健康保険並びに失業保険』

に対 し被保険者 たる義務を有する凡ての雇用者 と僅少の例外的な被保険者義務

を有 しない高級職員 と官級官吏を含むのである。雇用者はすべて労働局に登録

すべ き義務を有する ものであるか ら,こ の雇用統計に示 される数字は登録 され

た人員の数字を示す ものに他な らない。登録すべ き義務を有 しない例外的な雇

用者,従 つて労働統計には雇用者 として現 はれない労働力の主なるものは次の

如 くである。

1)部 分就業者(TeilbeSchljftigte)。 之は一週間の労働時間が%時 間以内のも

の である。

2)内 海 ・沿岸航路を除 く凡 ての海上勤務者

(3)西 ド イ ッ に 於 け る雇 用 並 び に 失 業 統 計 に 就 い て の 詳 細 はGallant,Statistikder

Besch蕊ftigtenundArbeitsloseninderBundesrepublikDeutschland ,(Kehlhammer

Verla9,Stuttgart,1956)参 照 の こ と。

〈4)Ibi(iし,S,53.
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くの

3)14才 以下 の児 童 。 例 へ ば新 聞配 達 等 。

労働局への登録 に 際 して雇用者 の氏名 ・年齢 ・職業 その他職 業歴 に関 する詳

細 な る事項 が雇用者 カー ド(Arbeitnehmerkarteikarte)に 記 され,そ れ らの カ

ー ドは職 業 大分類(Berufsgruppen)に 依 つ て先 づ分 類 され,そ れ が更 に それ

ぞれ の職 業 大分 類 の中 に於 て職業別 に小分類 され るので ある。雇用者カー ドは

雇用関係 に ある限 りは基本索 引(Hauptkartei)に 納 め られ るが,失 業 の 際 に

は職 業紹介 索 引(Vermittlungskartei)に 移 され る こ とに な る。 か くの如 くこ
くの

れ らのカー ドは基本索引又は職業紹介索引のいつれかに属する訳である。

次に失業である1が,厳 密な定義は次の如 くである。

「失業者 としてぱ次に属する者が数へ られる。

1・ 即ち従属的,独 立的又は補助的な経済活動から全 く離れておる者・又ば

2・ 従来何 らの1就業活動に従事 したことのない もの,又 は

3.一 週間に24時 間以内しか働 かない者

であつて次の4つ の条件を備へてお る者である。即ち

a)既 に労働局1(Arbeitsant)に 求職申であることを届け出てお り・

b)AVAVC(職 業紹介及 び失業保険法)の 第88条 から見て労働能力あ り,

c)一 週間に24蒔 間以上働 く用意があ り,

d)前 回の失業者登録調査(Meldekontrolle)に 於て既に失業を確認したか又

く　　

は調査 日以後に登録 した者。』

約言す れば失業統計 は求職者の統計 に他 な らない。失業者 は失業登録 の後 一

定期 間(1～7日r)の 待期(NVartezeit)を 経 て,失 業 保護 受領 者(Hauptunter・tr

stUtzungsempf5nger)と な るが,一 定数(10～20%)の 失 業者 は常 に待 期 申 で

(5)Ibid.,SS.33-36・

(6)こ の登録制 は敗戦直 後に於て は占領軍の 行政上 の見地よ り単 に雇 用者 のみで な

く凡ゆ る就 業者 層 に拡大 されて おつ た。(KontrollratsbefehlNr.3.17.Jannar.

T946)こ の登録 制 は当時生活物資 配給券 の入 手の ための前提 条件 と されてお り,更

に雇 用関係 を結 ぶ ことを欲す る者 は労働局 にその 旨届 け出て 許可証 を貰 う必 要が あ

っ たが,之 等 は皆 占領軍 の労働力統制 の 目的 よ り出た処 置で あった。登録制 が雇 用

者 のみ に限定 され るに到 ったの は1951年8月KontrollratbefehlNr.3.が 廃止 され

て以後 の ことであ る。

(7)1bid・,S.56.な お 英米流 のLabourforceの 概念 に於て は一週 間15時 間以 内の

労 働の場合 に失 業 と見徹 すので あ るか ら,西 ドイ ツに於 け る失業 の範 囲はLabour-

F(rrceの 概念 に依 る失業 の範 囲よ りも拡大 され るこ とにな る。

(
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あ るためこの失業保護受領者(略 してHUE)の 数は必ず しも失業者数 とは一

致 しないのである。筆者はこれ らの現在使用 されておる定義が1949年 以前に も

適用 され得る もの として,西 ドイツの諸文献同様,何 らの留保なしに49年 以前

の統計を使用した。

2.通 貨 改 革 前 の西 ドイ ツ労 働 市場

r一 方に於ては,甚 だしい人口過剰が存在しておるのに,他 方に於ては,極

度の人手不足が訴へ られてお る。伺一地方の同一職業に関して さへ一一方では労

働力不足が,他 方では失業が訴へ られると云ふ矛盾が存在してお る。農業部門

では多くの熟練労働者が求 め られてお るに も拘 らず,他 方では米英地区だけで

数 万の農業労働者が失業者 として登録してお る。失業扶助が実施 されてお るに

も拘 らず,彪 大な失業者達はそれ を利用しよ うとはしない。同 じ都市の同 じ職

業に従事してお る労働者達で も,一 方の企業では僅かに配給物資 を購入し得 る

だ けの低い賃金 を貰ふだけであるに も拘 らず,他 方の企業では可成 りの額に及
くの

ぶ賃金の他に,何 らかの生活物資を もプレミアとして貰つて帰 る者がある』

このジーブレヒ トの1947年8月 付の報告は,単 に1947年 のみでな く敗戦 よ り19

48年6月 の通賃改革迄の三年間に及んで,連 合軍占領下の ドイツ労働市場が如

何なる状況にあつたかを最 も端的に示しておる。この報告の中には,次 に述べ

るが如 き三つの大 きな当時の労働市場を特徴付ける要素が述べ られておる。第

一には労働力の極度の偏在。第二には就業労働者達の労働意慾の低下。第三に

は彪大 な各種失業者達の就業意志の喪失 と・社会保険に対する不信・之を一言

に して云へば労働市場の麻痺 と硬直であ りこの二つが三年間の西 ドイツ労働市

場 を完全 に支配したのであつた。

では このや うな麻痺状態を生み出した原因 としては如何なる ものが挙げ られ

るであらうか。主 な原因 として次の四つがあげ られるであらう。第一には労働

力の戦争に依る疲弊 と固渇とが挙げられねばな らない。特にその申で も熟練労

働 者の甚だしい不足が指摘 される必要がある。着のみ着のま ＼の外地引揚者の

数 百万,無 数の戦傷軍人,病 人,戦 争孤児,戦 争末亡人,彼 等の肉体的消耗は

(8)Siebrecht,a.a.0.S.3L



一22一 商 学 討 究 第8巻 第2号

到底多大のエネルギー支出を伴ふ各種 肉体労働 には耐へ られず,精 々事務労

働に用ひられ 得 るに過 ぎない。従つて47年 頃各種事務労働 には求職が殺到 し

たので あつたが,肉 体労働に対 しては求人 こそ多 くあれ求職は甚だ乏しかつ

たのである。(第 一表並びに第二表参照。)第二表 に見 られ る如 く,補 助 労働

第一表 英米占領地区に於 ける失業者数 と求人数

1ア メ リ カ 地 区
イ ギ リ ス 地 区

失 剰 求 人 失 業1求 人

1946年6月 459,000 243,600 328,800 368,800

9月 478,700 253,200 309,400 348,600

12月 488β00220,200 318,800 306,600
!

1947年3月 482,900 258,200 358β00 316,200

6月 344,200 303,300 285,700 392,800

9月 256,800 284,900 231,000 371,800

12月 238,200 251,900 222,200 309,700

(註1)WirtschaftsproblemederBesatzungszone,1948.S.53.

(註2)1947年1月 よ りは 新 しい 計 算 方 法 に基 く。

第 二 表 職 業 分 類 別 に 見 た る求 人100に 対 す る 男 子 失 業 者 の 割 合

(ア メ リカ地 区1947年6月)

職 業 の 分 類
100の 求人 に対

す る失業者 数

実 数

失 業 者1求 人 数

各 種 補 助 労 働

建 築 業

石 材 ・ 陶 器 業

炭 鉱 業

化 学 工.業

製 紙 業

食糧 並びに嗜好品工業

食 堂 営 業 関 係

商 業 ・管 理 ・公 務

25

35

59

74

133

237

1,740

1,231

L733

蜘1麗 脚

ユ・槻13・ 鯉

3,2825,583

2,3423,163

656492

683288

11.142977

4.356354

1

61脚}銑577

a.a.0.S.54.

(
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の如 き労働力 の支出に比 して労賃の低い ものや建築業,石 材陶器業,炭 鉱業

の如 き多大のエネルギー支出を伴ふ職業には失業者 よ り遙かに 多 くの求 人 が

あつたのである。之に反し賃金の他に何 らかの食糧 を入手 し得 る食糧品工業や

商業 ・管理 ・公務には求職が殺到 した。しかしながらか くの如 く労働 力 不足

と失業 とが同時に存在したのは,単 に労働力の疲弊に基 くのみでな く,更 には

多数の外地引揚者達が従来 と著し く経済構造の異 る西 ドイツで自己の技能に適

した職業を再び見出すことが困難であつた事情,即 ち構造的失業に基 くことも

指摘 されなければならない。近代戦は多 くの熟練労働力 を第一線 に立 さし め

ぎるを得なかつたが,戦 争に依る犠牲 もこの熟練労働カー 戦後の復興に最 も

必要なこの種労働カー に最 も多かつた。46年 春アメ リカ地区で行はれた労働

力調査 の報告に依れば,戦 争開始当時登録 されてい た男子就業者30,000人 の う

ち,戦 争に依 る儀牲は8,200人 で28%,う ち農業部門での犠牲が25・/。であるの

に対 し,建 築業,木 材業・金属工業では40%に 及んでおる。戦争に依 る熟練労
くの

働力の喪失はこの統計か ら約%と 推定し得 ることになる。労働力の疲弊,引 揚

者の構造的失業,熟 練労働力の喪失 これ らが労働力の過剰 と不足 とを同時に存

在せしめた原因であつたのである。

麻痺状態 を生み出した第二の原因は,極 度の生活水準の低下である。45年 か

ら通貨改革迄の三年間は普通 「飢餓 時代』(Hunger-Periodeと 呼ばれ ておる

が,こ の名の示す如 く衣食住の窮乏は言語に絶 した。配給食糧は1947年 の前半

期 に於 ては一日当 り平均1500ヵ ロリー足 らずであ り,然 もしばしば遅配が伴つ

た。特 に都会に於ては数週間に及んで1000カ ロリー以下しか配給 されなかつ7C
く　の

ことがあつた。 この絶対的な食糧不足は都会居住者達の農村地帯への食糧買出

しを必然化一般化 させ,従 つて工場従業員達の買出しのための欠勤は到 る所に

見 られたのである。工場欠勤率はルーア地方では平均30%で あつて企業に依つ

ては50%に 及んだ。食糧がか くの如 くであるか ら他の生活必需品は申すに及ば

ロめ

ない。靴 の如 きは15年 に一 度 の配 給 で あつ た と云 ふ 。か くの如 き状況 は当然闇

市場 を一般化 させ るので あるが,し か し西i・"イツに於 て は 闇市場 の普 及 し 一般

(9)Siebrecht,a.a.0.S.23.

(10)DiedeutschewirtschaftzweiJahrenachdemzusammenbruch.s.174.
(ll)WaUich,a.a.0.S.64.

●
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(12)

化 した時期は意外な程 に遅かつたのである。約十年間続い たナチスの厳格な統

制経済は,敗 戦後 もしば らく,そ の形骸だけではあるが ドイツ国民に依つて維

持 され,可 成 りの物資になほ合法的な ルー トを通じて消費者に配給 されてい

た。 しかし之は長 くは続かない。一度成立した後には闇市場 は西 ドイツ全土に

急速に普及 し,最 も旺んな時には全生産量の半分が この市場 を通 じて流 された
く　

と云ふ。か 、る生活水準の極度の低下は,労 働意慾を必然的に減退せしめる。

潜在的顕在的失業者達は多かれ少なかれ闇取引に従事し,職 業紹介所の斡旋 を

回避して正規の労働に就 く意志を持たなかつた。闇取引を利用するのは失業者

に限 らず,現 物賃金が一般化するに伴ひ工場従業員 も自己の企業の生産物 を闇

市場に持って行 き物々交換の材料 としたのである。現物賃金が一般 化したのは

1947年 春か らであるが,Siebrechtは この賃金形態 を次の5種 に分類して説明
(14)、

してお る。第一は全部が現物で支払はれる形態で,例 へば6週 間の労働 に対 し

て10,000個 の煉瓦。第二には部分的な現物賃金で,之 は農林業や食糧品工業に

多 く見 られ,一 定量のビール,煙 草の無料給付がその例 である。第三には附加

的 な現物給与で定期的な食糧,雑 貨の給付が例 であつて,占 領軍関係の従業員

に多 く見 られた。第四には所謂点数制(Punktsystem)で あつて,一 定数の現

物 か ら一定量 を選択し得 る形式である。例へば毎月 リ。クサ.ク ー個叉は四封

度の砂糖又は三封度の皮革のいつれかを一つ選択出来 るので ある。第5は 無料

食事の給与である。 このさまざまの種類の現物給与は各企業の自己防衛上か ら

必然的に生れて来ざるを得なかつた。即ち企業はr増 大する盗難の危険,低 下
ぐ　の

する労働能率,一 般的な怠業的気分,著 しい欠勤率』 を考へ,そ れに対する最 も

有効な対抗手段 としてか くの如 き異状な賃金形態 をとつた訳 である。この現物

賃金の多くは結局従業員達に依つて闇市場に運ばれ,必 要 とする物資 と交換 さ

れたのであるが,こ の現物賃金 も決 して生活の危機を防ぎ止め得 る程の もので

な く,闇 市場で現物 を売却して得 た500マ ル クも精々闇市場では二封度のバ タ

(12)Wallich,a.a.0.S.64,

(13)Wal】ich,a.a.0.S.64.

(14)Siebrecht,a.a.0.SS。38-40.

(15)Siebrecht,a.a.0.S.37.
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ロの
一が入手出来 る程度に過 ぎなかつた。

第三の そして第一第二の原因に劣 らず重要な原因は,都 会及 び工場地帯に於

ける著 しい住宅不足 と交通の破壊である。戦時申戦略爆撃の結果受けた住宅の

損害は甚大な ものであ り,統 計局の発表に依ればそれは第三表の如 くである。

第三表 西 ドイツ英米地区に於ける住宅事情(1948年)

1939年 の住宅戸数

1943年 迄の増加戸数

合 計

推定戦時破壊戸数

敗戦後の推定残存戸数

1948年11月1日 の住宅戸数

1939年 に対す る減少率

その うち都市区域の減少率

その うち農村区域の減少率

9284,000

197,000

9461,COO

2000,000

7400,000

7687,000

17.2%

33,2%

0.4%

Sazialtaschenbuch,1952,S.12.

敗戦 よ り通貨改革迄の3年 間になされた住宅の建築は微々たる ものであ り,建

築業は二っの阻路 を回避 しようとすれば直ちに他の阻路に行当つたのである。

第三表 で明かな如 く,住 宅の減少率 は都市区域に於て甚大であつたが,農 村

地帯 では比較的軽微であつた。所で1955年 末迄に総計870万 に及ぶ外地引揚者

(東 ドイツソヴィエ ト地区 よ りの避難民254万 は之に含まれない)が 西 ドイツ

に流入したが,そ の うち1948年1月 迄に西 ドイツに流入した数は670万 に及び

870万 の77%を 占めてお る。従つて総外地引揚者数の多4は通貨改革迄に既に西

ドイツに引揚げて来 たことになる。これ らの外地引揚者は,西 ドイツ流入後差

当 り何 らかの住宅を見出さねばならなかつたが,彼 等に とつて壊滅した都市区

域でそれを見出すことは先づ不可能であ り,殆 ん どが農村地帯に何 らかの手蔓

を求 めて流入した。ある報告では当時の引揚者の うちの99.7%が 農村に移住し
ロの

たと云ふ。引揚者の西 ドイツ各州への引揚状況は第四表の如 くであるが,住 民

(16)Siebrecht,a.a.0.S.43.軸

(17)A.Grosser,WestemGeτmanyFromDefe就toRearmament(GeorgeAllen&

Unwin,1955)p.120.
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第 四表 西 ドイツ各州 の人 口 ・引揚者 ・ソヴ ィ ト地区 よ りの

避難民統計(西 ベル リンを除 く)1952年(単 位1,000)

州 名

麟

人 口

(1952年
4月)

外地 よ り
の引揚 者

(1952年
10月)

ソヴ ィエ ト

地 区 よ りの

避 難民
1949年10月
～52年10月

引 揚 者
避 難 民

合 計

住民に対す
る引揚者,
避難民合計'

(52年10月)

Schleswig・Holstein 2,475 742 131 873}35.8%
1

'Hamburg 1,662 147 85 232 13.8%

Niedersachsen 6,696 1,755 382 2,137 32.0%

N伽drhein-Westfalen 13,653 1,626 517 2,143 15.5%

Bremen 583 61 26 87 14.9%

Hessen 4,399 763 202 965 21.9%

Baden・W逓rtembur9 6,665 993 191 1,184 17.8%

Bayem 9,114 1,893 250 2,143 23.3%

Rheinla鶏d-Pfalz 3,124 233 71 305

i

9.7%

西 ド イ ツ 合 訓48・37・18⑳1・ 細1・ ・侃12・ ・6%

註1.DeutschlandTaschenbuch,1954,S.6及 びWallich,Main・springsofthe

GermenRevivall956S。273よ り。

註2.1952年 の 住民投票 の結果,Wtirtemberg・Baden,Wtirtemberg・Hohenzollern.
Badenは 合併 しBaden-WUrtetnbergと なった 。

に対 す る避 難 民 割 合 の 高 い 三 州Schleswig・Holstein,Niedersachsen,Bayernは

凡 て 農 村 を主 とし た州 で あ つ て,住 宅 の 破 壊 比 率 も10～13%程 度 に 留 ま つ て い

た 。(之 に対 しHamburgは49・1%,Nordrhein-Westfalen30%で あ る 。)か く

し て 引 揚 者 達 が 殆 ん ど農 村 地 帯 に 僅 か の 住 宅 空 聞 を 見 出 さね ば な らな か つ た こ

と,之 が労 働 市 場 の 流 動 性 を妨 げ る大 き な 原 因 とな り,後 々 ま で 失 業 率 が 地 域

毎 に 著 し く相 違 す る結 果 を 招 い た の で あ る 。 都 市 並 び に 工 場 地 域 の 住 宅 不 足 は

甚 大 で あ る た め,労 働 力 を求 む る 声 が あ つ て もそ こ に は 労 働 者 の 住 む 住 宅 が な

い 。 農 村 地 帯 の 労 働 者 は た とへ 職 を求 め や う とし て も附 近 に は 自己 の 技 能 に 適

し た職 場 が 見 当 ら な い 。 彼 等 は 潜 在 的 失 業 者 とし て ・ 農 繁 期 に は 農 家 の手 伝 ひ

をして漸 く糊口を糊するだけの食糧 を貰ひ・他の時期には臨時の雑役 をするか・

さもなければ 闇取引に従事すると云ふ生活 を送 る者が殆ん どであつた。農村

在住の労働力の一部は,可 成 りの遠距離を厭はず近郊の工場に通勤していたの

、
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であるが,そ の利用する交通機関は凡 て戦時破壊 の跡を生々し く留めておる老

朽車体の ものが多 く,交 通回数は極めて少な く,特 に冬は暖房装置の破壊のた

め,往 復数時間を要する長距離勤務者にはその滲み通 る寒気のため毎日の出勤

は先づ不可能であつた。 ラツシユアワーには通勤者で老朽客車は超満員 とな り

危険な踏台に迄 鈴な りになつた と云ふ状況であつた。

麻痺状態を生み出した第四の原因は,占 領軍政策の一環である一切の就業者

の登録制 とその移住に於ける許下制であつた。註7で 述べ た如 くにKontroU-

ratbefehlNr.3に 基 き,就 業せん とする者は凡て労働局に登録すべ き義務を有

し,そ れに基 き物資配給カー ドを貰ふのであるが,職 場の変更には労働局の許

く　ラ

可が必要であつたのである。従つて1949年5月 労働行政に携はる官僚 を始め と・

する世論一般の反対 に基 き之の移住に対する許可制 を占領軍が廃止する迄は,

法的に無制限 な移住の自由が西 ドイツの雇用者には存在 しなかつたと云つて差

支へない。労働力の一方に於 ける過剰 と他方に於ける不足 とは,以 上述べた4

つの理由か ら,通 貨改革迄容易に有無相通ず る均衡へ と進み得ず,労 働市場は

麻痺し硬直したま ㌧三年間停滞的な状態 を続 けたのである。

しかしなが ら`この三年間労働市場に於て何 らの動 きもなかつたと云ふのでは

ない。今 しば らくこの時期に見 られる特徴的な動 きを二,三 捉へて見よ う。

先づ最初に指摘 され得 ることは,上 述の如 き悪条件が多々あるにも拘 らず雇

用水準だけは既 に1947年 に於て1200万 とな り戦前水準を突破 していたのであ

つた。しかし之は内実に於 て甚だしい水増し雇用 に他な らなかつた。この点に

(lg)

関 してSiebrecbtは 次 の如 き印象 的 な推 定 を な し てお る。即 ち
'

r劣悪な労働条件 と更 には生産設備の磨滅 に基 く生産性の低下は戦前水準に比

して現今(1947年 夏一 筆者註)で は%に 及んでお ると見て良 く,之 は1200万

の うち400万 の労働力の損失 と考へて差支へない。更には著しい欠勤率,高 い

罹病率,労 働時間数の短縮 を考へる時,1200万 労働力のs/5は無 くて も良い と考

へ られ,そ れは240万 に相当する。また労働者の就業時問申に見 られる暇つぶ

(18)Gaユ1ant,a,a.0.S。26。

(lg)Siebrecht,a.a.0.S.35.
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し的作業や意識的無意識的サボタージユを考へる時,そ れ も約10%の 損失 と考

へ られる。即ち120万 の損失 と考へて良い。之等を合計すると760万 とな り,

従つて現在1200万 の労働力がなしてお る生産は,戦 前では440万 を以てして優

に為し遂げ られ得 る ものである』

この推定は余 りに当時の労働生産性 を内輪に見積 りすぎておるが,当 時の水

増し雇用の実情 をよ く物語つてお ると云へる。事実48年6月 に於 ける鉱工業生

産指数は54と 統計上表 はれ(1936年=100)雇 用の増大にも拘 らず生産性は極
くヨの

めて低位 にあつたことは疑ひを入れない。Nordrhein-Westfalenタ 報こ於 て1947

年の始めに労働局が行つた労働生産性の推定は,次 の如 くである。即ち戦前に

比 して年の生産性は

炭 鉱 夫 約努

製 鉄 業 労 働 者 約雍

建 築 業 労 働 者 約%

軽 工 業 労 働 者 約4/5
で　　　

であつた。生産性のか ～る低下に も拘 らず雇用量が高い水準に達していたと云

ふことは換言すれば企業内に彪大なr見 えぎる失業』(UnsichtbareArbeitslo-

sigkeit)が 存在していたと云ふ事に他ならない。

では何故通貨改革前にか くの如 く雇用の増大が見 られたのであるか。 それは

何 よ りも戦時戦後の過剰通貨の累積 に依つて,企 業にとつてはコス トとしての

賃金が最早左程大 きな役割を占めな くなつたか らである。企業にとつて重要な

のは原料であ り,又 は労働者に支給する現物賃金のための何 らかの消費材であ

つて,ヲ ィヒスマルクは大 きな意義 を有しなかつた。現物賃金は次第に大 きな

比重を占めるに到つたが,や は り賃金支払ひの主要な形態はラィ ヒスマルクで
'
あ り,賃 金支払ひを通貨でなす限 り,企 業にとつて賃金 コス トは問題にな らな

かつたのである。更 にまた企業はしばしば将来の企業の発展を考慮 して不足勝

ちの職種 の労働者 を溜め込んだのであつたが,之 も雇用増加をひき起 させたの

(20)『 西 独 経 済 の 再 建 過 程 』7頁 。 な お36年 に 比 して この 通 貨 改 革 迄 の 三 ケ年 間 に鉱

工 業 生 産 指 数 は1946年1月27よ り1948年4月56に 上 昇 した 。Wal】ich;a.a.0.S.35.

(21)Wirtsehaftsprobleme,S.50.

刈
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(盤)

である。

次 に通貨改革迄の雇用の増減 を産業別 に見 る時,各 占領地区に共通に見出 さ

れ得 るこ とは1)農 林業雇用の減少が既に始まつてお ること2)工 業部門

の申では消費財産業部門の雇用増加が最 も著 しい こと3)各 種 サービス業(

交通商業,公 務等)即 ち第三次産業部門の雇用増加が著 しいこ とである。(第

五表参照)サ ービス業は雇用の総増加の47%(ア メリ'fO地区),57%(イ ギ リ

第五表1946年12月 よ り1947年12月 迄の産業別に見たる

英米地区雇用の増減

産 業 部 門
実 数

アメリカ躯 レ ギリス躯
一一一

1

財 生 産1十190,687

農 林 業 一36,613

鉱 山 業+4,278

投 資 材産 業 【+6。,55・

消 費 材 産 業i+88,597

そ の 他 の 工 業+73,874

サ ー ビス業 十172,325

交 通1十39,044

商 業 。公 務 十74,300

私 的 サ ー ビ ス業i十58,981

百 分 比

ア メ リカ地区1イ ギ リス地 区

{十253,969

-53,784

十73,540

十64,054

十88,523

十81,636

十334,385

十86,358

十175,].76

十72,851

十

十

十

十

十

十

十

十

十

7.2

5.8

15.5

6.8

17'7

11.9

10.1

12.0

8.9

U.0

十

十

十

十

十

十

+

十

十

6.3

5.9

17.1

4.9

15.l

lO.3

13.6

16.4

15.0

8.8

合 計1+363・ ・921+588・3541+8・31+9・ ・

(WirtschaftsproblemederBesatzungszone,S.46)

ス地 区)を 占 め て お る。消 費財 産 業 の雇 用増加 が著 しい とは云へ,こ れ には 当

時 セ ラーズ マ ーケ ッ トで あつた ため,申 小 企 業 が小 資 本 で乱 立 し(特 に引揚 者

の)粗 悪 品,イ ンチ キ品 を 製 造 し て段賑 を極 め た ことが あつ かつて 力 が あつ

た こ とを見逃 してはな らない。

既 に1947年 の始 め頃 に於 てReichsmarkは 交換 手 段 とし て め意 義 を失 つ てし

ま つてい た。企 業は製品 をReichsmarkと 交換 に売 却 す る よ りは む し ろ生 産 を

(22)N?VirtschaftSProbleme,a.a.0.S.49.
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制限しや うとする態度を見せるに到 り,労 働者 も賃金の一部 を何 らの形で現物
く　 　

賃金で受取 らぬ限 り労働 しや うとはしなかつた。人々は次第にこの通貨の過剰

は何 らかの方法で除去 されねばならぬことを予期し始め,企 業並びに商店 は手

持ス トツクの増加 を計 り始めたのであつた。

3.通 貨 改革 直後 の西 ドイ ツ労働 市場

1948年6月21日 通貨改革が断行 され,通 貨は1/10に 切下げ られた。 ラィヒス

マルクは法貨 としての効力を喪失しDeutScheMarkが 之 に代 り有効 となつた。

之は戦時並びに戦後の過剰通貨累積の悪循環 を断ち,西 ドイツ経済のインフレ

傾向に終止符を打つため不可欠の対策であつた。 このため連邦内の居住者には

一律に40DeutScheMarkが 与へ られ,企 業は一般にその企業の持つ労働者一

人当 り60DentScheMarkの 割当を受けた。各企業は この割当額を以てして

は流動資金 に不足であつたので,至 急 に手持ス トツクを売却したので旬 日を出

ない間に市場 には商品が急速に出廻 り始 め,国 民の新通貨 に依 る購買力に対へ

ることが出来t。 国民 もまた労鋤乃至サービスを提供してDeutScheMarkを

手に入れ る以外には生計 を立 てる方法がなくなつた。企業は最早商品の販売を

闇市場に頼ることが出来ず,従 つて以前の経営方法 を以てしては新通貨を求め

る労働者の欲求 を満 たし得ないや うになつた。今や可急的に最大限の新通貨 を

掻 き集める必要が生 じた。企業 も個人 もその経済活動が最早闇市場 を中心 とし

てではな く専 ら新通貨を中心 として始動 されねばならなくなつた。かくて新通

貨をめ ぐつて企業 も個人 も共に激しい弱肉強食の渦申に置かれることになつた

のである。然 らばか ～る通貨改革は労働市場に如何なる影響 を与へたであらう

か。それは申す迄 もなく労働市場の合理化であ り再編成であつて之の過程は通

貨改革後引続 き二年間1950年 の前半期迄続いた。先づ1948年6月 よ り12月 迄の

労働市場の状況を述べて見る。

通貨改革 と共に新通貨に基 く購買力が商品 に対する需要 となつて現はれた時,

生産の拡大が伴はない当初に於ては再びインフーシヨンが生 じ始め,価 格は次

第に上昇せぎるを得なかつた。 この傾向は1948年9月 以降特に顕著にな り,12

(23)Diedeutschew三rtschaltzweiJahrenachdemznsammenbruch,s.230.
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月 に信用制限措置が とられる迄続いた。6月 よ り9月 迄雇用は若干減少したの

に対 し,失 業は45万 よ り78万へ と急激に増加 したのは,通 貨改革に依る合理化

過 程が労働市場に進行 し始めたことを物語るのである。しかし昇ンフレ的傾向

が強 まつた9月 以降に於ては,再 び新通貨に対する危躍の念が生 じ,9月 よ り

12月 迄の間にこの合理化過程のテンポがゆるみ始め,失 業は再び減少し,雇 用

は急速に増加 し始めた。(第 六表)

第六表 西 ドイツに於 け る雇用 と失業

(単位1,000)

月 末 統 計 降 用1失 業

1948年6月 13,468 451

9月 13,463 784

12月 13,703 759

1949年3月 13,447 1,168

6月 13,489 1,283

9月 13,604 1,313

12月 13,556 1,558

1950年3月 13,307 1,852

6月

「

13,845 1,538

Sozia亘taschenbuch,S.26。

か ～る雇用失業の増減の背後

に,如 何なる動 きが労働市場内

部に生 じ始めたかを分析して見

よう。それには次の三点を指摘

し得る であ らう。先づ第 一 に

r工 業及び手工業』部門雇用の

著増である。(第 七表及び第八

表参照)即 ち第七表に於て明か

な如 くに同部門は6月 よ り9月

迄の間に15万 更に9月 よ り12月

迄の間に29万8Fと 半年間で合

計45万 の増加を示 しておる。更

にその同部門内部の各分野に於

ける雇用の増加は第八表に明か

な如 くに,増 加の著 しい分野は

第tt表 ドイ ツ英 米地 区 の雇 用 の変 遷(単 位1,000)
■

産 業 部 門
1948年
9月30日

1948年

12月30日
増 減

1948年6月 末

よ り9月 末迄
の間 の 増 減実 数1%

農 林 業

工 業 及 び 手工業

商 業 及 び 交 通

公私のサービス業

家 事 サ ー ビス

1,296

6,148

2,151

2,001

583

1,2ユ2

6,446

2,189

1,953

576

一84

+298

十38

-48

-7

一6 .9

十4.6

十1.7

-2 .5

-12

十89

十152

-8

-74

-17

合 計1・2,17gl・2譲1+1961+・.61-36

(Sie1recht,a。a.0.S.62)
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第八 表 産 業別 に見 た る西 ドイッ雇用指数 の変遷

(1948-1949)

産 業 部 門
指 数(1948年6月30日=100)

1948豊

月3、日i'949笠 月3、日

11112鉄 及び金属採堀部門 117.7 126.9

雇 13116鉄 及び金属製品製造部門 110.6 lO8.5

用 17機 械 製 造 部 門 108.6 lll.5

増
18』 電 気 工 学 部 門 110.7 lll.3

加

を
29繊 維 産 業 部 門 117.8 146.3

伴
22製 紙 産 業 部 門 121.9 140.3

つ 23印 刷 加 工 部 門 108.3 125.7

た 30!35食 糧及び嗜好品工業部門 110.4 115.6

産 36138衣 服 工 業 部 門 109.1 107.8
業
部
41!43商 業 ・銀行及び保険部門 106.4 ll6.2

門 雇用増加の伴った他の産業部門 104.1 102.9

雇用増加を伴った凡ての産業部門合計 107.9
'

111.3

1・ 農 林 業 部 門
87.4174.8

雇 45国 有 鉄 道 部 門 99.8 94.7

用
減
46-47他 の交通 部 門(郵 便 ・鉄 道を除 く) 93.4 87.6

少 49150:52公 務 ・教 育 。法律 部 門 96.8 97.0

を
伴
51占 領軍関係部門 90.1 74.1

つ 53!56医 療 部 門 95.9 94ユ

た
産
57劇 場 ・映画 ・スポ ーツ部 門 84.6 68.8

業
部
58家 事サ ー ビス部 門 96.5 93.6

門 雇用減少を伴った他の産業部門 92.9 88.7

雇用減少を伴った凡ての産業部門合計 93.7 86.6

全 産 業 部 門 合 計 ・…71・ …7

EntwicklungundUrsachenderArbeitslosigkeitinderBundesrepublik

Deutgchland1946-50S,12.

'
、投資財部門よ りはむしろ消資材部門であ り,繊 維,製 紙,食 糧品製造部門はい

く1、つれ も半年間に10～20%の 雇用増大を見ておる。投資財部門 も消費財部門には

及ぼないが10%前 後の雇用増加 を示 してお る。消費財部 門の雇用増加は,戦 時

の消費抑制の反動 として急速な消費財需要が生れたのに基 くのであるが,投 資

財部門に も雇用増加が可成 り認 められるのは注目されるべ きで,西 ドイツ経済
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の 急速 な立 颪 りを暗 示 す る もの と云へ る。 この半 年間に於 ける工業生産 の増加

は著 し く6月 ・=54,7月=60,8月=65,9月=71,10月:76,11月=81・12

月=79(1936・=100)と な り,通 貨改 革 前 の 三年 間 の工 業生 産 増加 とほぼ等 し

い位 の増加量 が見 られたの である。 しか しなが らこの雇用の増加 も更 には生産

の増加 も勿論大企業 を申心 として行 はれ,戦 後 乱 立 した中 小 企業 は次 第 に金 融

難 か ら没 落の道 を歩 み始 め1949年 の デ フ レ時 代 に 急 速 に そ の 姿 を消 すに 到 る

ので ある。

第二の動 きは第三次産業部 門の雇用減少 である。即 ち1948年6月30日 よ り9

月30日 迄 の 聞 にr商 業及 び 交通』r公 私 の サ ■一一一ビス 業』及 びr家 事 サ ー ビス』

の 三部 門合 計 で約10万 の雇 用減 少 が 見 られ るの で あ る。(第7表 参 照)こ の傾

向 は以 後 も引続 き生 ず るの であるが,た だ そ の例 外 はr商 業 ・銀 行及 び保 険部

門 』 の分 野 であつ る。 「商 業 ・銀行及び保険部 門』 は通貨改革直後 しば らく停

滞 を示 すが,工 業生 産 の増 大 と共 に そ の雇 用 は増大 し1948年6月30日 ・=100と

し て1949年12月31日==・116.2と な り,1950年12月31日=136.8と 着実 な 増加 を示

して お る。 このr商 業 ・銀 行及 び保 険 部 門 』 を除 き,他 の第 三次 産 業 部 門 は凡

て減 少 の一途 を辿 り1951年 の末迄 この趨 勢 は変 らない 。 この第三次部門の減少

の 内容は第八表 に見 られ る通 りであ るが,就 申r占 領 関係 部 門』 とr公 務 』 と

に於 て著 し く,こ の 両部 門 合計 で1948年6月 よ り12月 迄 の間 に約9万5・Fの 雇
(24)

用減少が見 られた。第三次産業部門の雇用減少は換 言すれ ばr職 員」(An一
ゆら　

gestellte)の雇用減少に他な らない。 『職員』層の雇用減少 と共に同層の失業の

全失業に占める比率 も増大し,地 域に依つて25～40%時 には45%に 及んだ と云

はれておる。特に老齢の職員並びに知的職業の従事者(所 謂Akademiker)の

失業は以後慢性的な性格を持ち,各 種肉体労働者の比較的容易な就業に比 して

甚だ恵まれない もの となつた。

第三の動 きは,農 村地帯に於ける失業の顕在化であ り,失 業の地域的落差が

(24)Siebrecht,S.66.

(25)『 職員』 と 『労 働 者』 とを厳密 に区別す ることが困難 なた めに,西 ドイ ツに於

て は次 の10種 の職業 に雇 用 されて お る者 を 『職員 』 としてお る。即 ち

技 師 ・技 術家一般 管理及び事務 特殊技 術専 門家 法律並 び に治 安維 持

商業部 門 教 育一般 医療 ・保健 教育 ・文化 ・研究 厚 生関係 芸 術部 門

なおGallant,a.a.0.S.31,参 照 。
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大 き くな つ た こ とで あ る。1948年 末 に既 に この動 きは到 る所 に見 られたので あ

るが,デ フ レ期 の ユ949年 に於 て一 層 この動 きは 拍 車 を か け られ た ので ある。

1949年12月 に於 て は第九 表 に見 られ る如 く,典 型 的 な農村 州 で あ るBayem・

SchleswigHolstein,Niedersachsen州 に 大量 失 業 が見 られ,こ の 三州 だ け で,

第 九表 州 別 に見 た が雇 用 失 業 の変遷

(1948年6月30日 一ユ949年12月31日)(単 位1,000)

州 名

Nordrhein.Westfalen

Wlirtemberg-Baden

Wit-Huhenzollem

Baden

Rheinland-Pfalz

Hessn

Hamb町9

Bremen

Bayern

Schleswig-Holstein

NiederSachen

雇 用

1948年

6月30日

3,859

1,ll6

190

315

680

1,190

561

180

・948年19矯 日

i・2月3・日 羅 す る

1
2,5291

778

1,970

4,・93ト335
`

1,201

340

363

710

十

十

十

十

1,2151÷

575十

187十

2,392ト136

1

圓=:i

85

511

・48

301

241

14

7

失 業

1948年

6月30日

2

0

(∠

(」

-
÷

1

3

5

2

4

7

6

1

9

4

1
占

4
.

【∠

[O

l

1949年

12月31日

1948年
6月30日

に対 す る
増減

74

詔

U

8

48

飢

町

U

鋤

㎜

鵬

十

十

十

十

十

+

+

+

十

十

+

96

68

12

11

53

33

72

17

06

21

68

1

1

4

2

3

EntwicklungundUrsachenderArbeitslosigkeitinderEundesrepublik

Deutschlal】d1946-1950S.13.

1948年6月 よ り1949年12月 迄 の一 年 半 の失 業 増茄110万 の うちの「;"7'万を占 め て

お るの で あ る。Nordrhein-Westfalen州 やNVtirtemberg-Baden州 の如 き工 業

諸 州 は旺 盛 な工 業 部 門 の 雇用増大 が失業 を吸収 したので あるが,Bayern,Sch・

Ieswig・Holstein,Niedersachsenの 如 き州 で は 雇 用 が 反 つ て 減 少 し ただ けでな

く,従 来 不 定 期 に 農村 労 働 に従 事 し てい た未登録 の引揚者や闇取 引に従事 して

い たブ ローカーな どの潜在失業者達が今や通貨改革 と共に生計 の資 を失つ て失

業者 として登録 し始 め たので あつ た。各州 の失業率 は第十表 に示す如 くで ある

が,1949年 以 降 の農 村 諸 州 の 失業 率 は著 し く高 く,工 業諸 州 の失 業 率 が既 に 許
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第十表1948年 以降1952年 迄の失業率(年 平均)

一35一

州 名 1948

じへ
Nordrhe三n-Westfalen

Baden・W芭rtemberg

Rheinland_Pfalz

Hessen

Ilamburg

Bremen

Bayem

Schleswig-]E【01stein

Niedersachsen

2

0

0

0

4

0

3

5

6

3

2

1

4

3

5

7

6

4

1949

3.9

3,3

4,3

7.6

8.0

8.1

12.5

2L5

13.2

1950

4.8

4,3

8.2

9.6

13,3

10,8

13,9

'25
.2

17.0

1951

3.9

3.5

7.2

8.O

l3.7

12,3

12.2

22.9

15.3

1952

4.2

3.4

6.3

7,6

14.4

11.8

12,0

19.7

13.9

西 ド イ ツ 合 計 4・218・3i…3ig・ ・}8・4

(『西独経済の再建過程』256頁)

溶 失業率5%以 下であるのに比して地域的落差は著 しい。この第三の動 きに関

聯して述べなければな らないのは農林業部門の雇用減少である。農林業部門の

雇用減少は既に通貨改革前から存在 しておつたが,通 貨改革 と共に急速に減少

し始め,1938年6月 の雇用88万8=Fを100%と すれ ば,1948年6月 には138万5千

(155%),1948年12月121万(136%)1949年12月 末では103万5千(116%)

とな り,戦 前水準への接近は非常に早いのである。

以上の如 き三つの動 きはいつれ も労働市場の合理化と再編成の過程 に他なら

ず,ま た戦時経済か ら平時経済への転換の過程で もあつた。これ らは通貨改革

と共に始 まつたが,1949年 には一層拍車 をかけられ,1950年2月 戦後最高の失

業者数201万 に達する迄続 くのである。

4.1949年 の西 ドイ ツ労 働 市場

1948年 下 半期 の ・イン フ レー シ ヨンは 一時可成 り激 しい速度で進展 し,再 度 の

通貨 改 革 の懸 念 す ら も発 生 し7が,12月 に 入 つ て か らは金 融 の 引締 め が強 行 さ

(26)Siear㏄h;,a.a.0.S.55.
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れ,支 払準備率 も1割 か ら1割5分 と引上げられ,次 第に年末がら信用拡張の

緩慢化が見 られるに到つた。1949年 に入つてからもこの引締めの作用は依然 と

して大 きく,や うや くデフ レ的傾向を示 し始め,物 価の低落が次第に顕著にな

つた。労働市場 も最早1949年 に於ては48年 通貨改革後の半年間に見 られたや う

な激しい動 きを示 しはしなかつた。 雇用の減少,失 業の増大,生 産性の 停滞

が1949年 を特徴付けておる。

1949年 に於ける雇用は第六表 に見 られ る如 くであ る。3月 に入 るや雇用は'

48年 末 よ り約26万 と減少 し,9月 の季節的に最良の時です らも48年 末 よ り10万

減 じてお り,12月 に到つて も48年 末 よ り15万の減少 を示しておる。失業は1949

年 には増大の一途をたどり48年12月76万 が1949年12月155万8千 とな り,翌19

50年2月201万 と戦後の最高記録を示すに到 る。雇用の増減を産業別に見る時

1948年 に見 られた動 きが1949年 に も引続 き作用してい ることを知 る。即 ち農林

業の雇用は相変 らず減少し,第 三次産業部門も引続 き減少してお る。(第 八表

並びに十一表参照)例 外はr商 業 ・銀行及び保険部門』であつて 『公務 ・教育

・法律』部門が現状維持していのるを除 き,他 の凡てのr第 三次産業の分野は

雇用の減少 を来 しておるのである。第 二次 産 業部 門即 ちr工 業及 び手 工 業

第十一表 西 ドイツに於 ける雇用の産業別に見たる変遷

(1948-1949)(単 位1,000)
I

l・948年 と月3・副 ・949年9月3・ 日i・949年 ・2月3・日

農 林 業

「
1,5461,245rl,176

　

工 業 及 び 手 工 業 6,609 7,226 7,253

商 業 及 び 交 通 2,348 2,428 2,455

公 私 の サ ー ビ ス 業 2,296 2,075 2,045

家 事 サ ー ビ ス 業 670 630

}
627

一『 一

合 計i・3,468i・3,6・4t・3,556

(SozialtaschenbuchS.25)

部 門』 もこの例 外 で は な い 。英米 地区 だけで1948年6月 よ り12月 迄as万 の 激 増

を示 し たr工 業及 び手 に業 』部 門 は1949年 に 入 るや 同地 区 だ け で1月 よ り3月

末迄13万8千ez)減 少 を示 し た。之 はr工 業 及 び手 工 業 』部 門 の通 貨改 革後最初
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のわ
の雇用減少である。この部門は3月 以降若干なが ら雇用の増大 を示しtcが,こ

の部門の各分野の雇用増大 を第八表 で見る時,著 しい増加がなほ認め られ るの

は 『繊維』r印 刷加工』r製 紙』な ど消費材部門の一部だけであ り,投 資財 で

はr鉄 及び金属採掘』だけが約9%増 加 したに留ま り,多 くは現状維持又は減

少 を示 しておる。か くの如 く1949年 は1948年 以来の労働市場の合理化 と再編成

とが,デ フ レ的圧力の下で一層進行した年 と見 られ得 るのである。しかしなが

ら第二次産業部門の生産量は1949年 に於て もなほ可成 り増加してお る。 この増

加 は主 として既に雇用 されている労働力の労働時間の延長の結果 として現はれ

ておる点に注 目すべ きである。(第 十二表)平 均週労働時間は1948年6月41・1

第十二表 西 ドイツの工業生産指数及び週賃金'

(1948--1949)

平均週賃金
ぐDM)
平均週労働時間 工 業 生産

単位時間当り
労働生産性

1948年6月 47.69 41.1 54 62・8麟)

ユ948年12月 一 一 79 81.6

1949年7月 一 一 87 84.1

1949年9月 67.94 47.4 94 83.2

1949年12月 一 一 98 84.3

(SozialtaschenbuchS.27及 びWirtschaftu.Statistik各 号よ り)

時 間 で あつ たが1949年9月 に は47.4時 間 と6.3時 間 増加 し,雇 用 の停 滞 に も拘

らず工 業生 産 は54が ら94と 増 大 して お る。 ただ 単位 時間 当 り労働生産性 が1948

年 に急 激 に増 加 し テこの に反 し1949年 に於 て は 殆ん ど増加 してお らない のは,一

応 生 産 設備 の復 旧 を完 了 し たが,本 格 的 な投 資 に よ る生 産 設備 の拡張 を企 業が

まだ行ふ余裕 がない こ とを物語 る もの であ る。1950年 後 半期 に急激 な好 況 が西

ドイ ツに訪れ,投 資 材 を申心 とし た ブ ー一・一・ムが生ず るので あるが,1949年 は この

や うな ブ ー ムの素 地 を形 成 した時期 と云ふ こ とが出来 る。

次 に地域別に雇用 の増減 を見 る時,第 十 三表 に依 り1949年 に於 て も1948年 の

動 きが 引続 き作 用 し てい る を明かに知 るこ とが出来 る。即 ちNOrdrhein・XVest-

(27)Siebrecht,a.a.0.S.76.

o
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第十三表 ドイツ英米地区各州の雇用の増減(単 位1,000)

Nordrhein-Westfalen

Niedersachsen

Sohlesmig・H{⊃1stein

Hamburg

Bayem

wurtt-Baden

Hessen, 、

Bremen

1948年6月

末 よ り9月

末迄

19489月

末 よ り12月
末迄

十IO4.3

-62 .7

-61 .8

十2.2

-56 .2

十13,8

+19.2

1
十5.1

1英 米 地 区 合 計
一36 .2

1948年12月

末 よ り1949

年3月 末 迄

+・ ・9.41

_9 .gl

-、4 .4} 　

+14.4{

+43・51

十31.OI

+2・ ・2i

+1・6}

十16.7

81.3

-48
.5

十2.7

-ll550

7.7

19.2

2.8

+・95.81-255.・

月

49
迄

3

19
末

年
り
月

49

よ
12

19
末
年

十104.2

-57
.ユ

ー32 .7

-5
.1

-8
.8

十47.6

十4,2

十3.1

十23.4

(Siebrecht,a.a.0.S.73,並 び にBundesministeriumFUrArbeit,

JahreszahlenzurArbeitsstatistik,1950)s.14よ り)

faleh,耳amburg,Wurtt・Baden,Hessen,Bremenは1949年 初 頭 の 減 少 を 除 きい

つ れ も1949年 末 に 於 て は 通 貨 改 革 時 よ り も増 加 し て お る 。 特 に ル ー・ア工 業 地 帯

を 含 む 西 ドイ ツ最 大 の 工 業 地 帯 で あ るNOrdrhein-XVeStfalen州 の雇 用 増 加 は め

ざ ま し く,1949年 の 不 況 時 に 於 て す ら も12万 の 雇 用 増 加 を示 し て お る 。Siebrecht

が し ば し ばAnziehungSzog(吸 引 渦)と 云 ふ 言 葉 を 以 て 労 働 力 を不 断 に 吸 収 す

る工 業 諸 州 の 性 格 を表 現 し て お る が,Nordrhein-Westbalellグ 料は そ の 典 型 的 な

く　 　

もの である。Schleswig・Holsteil},Nieder・saehsen,Bayernの 雇 用 は 前 項 に説

明 し た 如 くに 減少 の一 路 を た どつて お る。 この工 業諸州 の 雇用増加 に於 て注

目すべ き こ とは 著 しい 婦人雇用 の増大 であ る。 婦人雇用 は単 に第二次 産 業部二

門だ けでな く第#次 部 門 に於 て も増 加 して お るが,1948年9月 よ り1949年9月

迄 の一 ケ年 間 の総 雇 用 増 加14万 は,婦 人 雇用 の増 加17万 が男 子 雇 用 の 減少3万

の 差 引 の 結 果 で あ つ アこ。 ま たNordr翠ein'Westfalen州 に於 け る1948年12月 末

よ り1949年3月 末迄の雇用増加16万7千 は,婦 人雇用増加18万9千 が男子雇用
く　の

減少2万2千 と差引 きされtcた めである。婦人雇用の著増は爾後西 ドイツ労働

(28)Siebrecht,a.a.0.S.80.

(29)Siehrecht,a.a.0.S.72.

9
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市場 を特徴付 けるのであるが,そ の理由の一つは工業地帯に於て住宅が極めて

不足のため農村諸州の労働力が工業地帯に流動 し得ず,従 つて産業 予備軍 とし

ての工業地帯に見出 される未就業婦人層が先づ雇用 されたためである。しかし

1なが ら男子雇用が減少して迄婦人雇用が:増加した1949年 当時の事情は上述の

理 由のみに依つては説明出来ない。之は何 よ りも企業 合理化の一つの現れ と見

るべ きである。即ち婦人労働の採用による賃金 コス トの節約がその主 目的であ
(30)

つた。統 計に依れ ば,1949年 に於 て は,補 助 労 働 力 に あ つ て は週 給男 子54.51

DMで あ るの に対 し女子39.02DMで64%と な り,男 女 間 の 格 差 は戦 前 と余 り異

らな か つたが,熟 練労 働 力 に於 て は週 給67・94DMに 対 し女 子39・02DMと57・5
(31)

%で あつて格差は可成 り大 きかつた。

不況 と企業含理化 とは1950年 初頭迄続 く。1950年2月 には失業者201万 とな

り,通 貨改革に よつて生み出 された諸作用がここに最 も極端な姿 となつて現は

れたのである。だが この201万 の失業は西 ドイツ労働市場 の発展 に とつ て は

1っ の戯然 たるメル クマールを形成 した。1950年3月 に入るや金融の引締めは

緩和 され,租 税の軽減措置,雇 用増加計書,住 宅建設計書が一斉に軌道に乗 り

始め,あ まつ さへ6月 には朝鮮動乱が勃発し,西 ドイ ツ経済は1950年 下半期 よ

り急激な好況を迎へるに到 るのである。以後雇用は毎年着実に約60万 の増加 を

示 し,失 業は初 めに未就業労働力を吸収 し更に1952年 以降は構造的失業者層 を

も吸収して次第に減少の一路をた どるのである。

5,結 論

彪大な避難民 と荒霰 した生産設備 とを抱えたま＼三年間麻痺 と停滞の中に沈

澱 していた西 ドイツ労働市場は,通 貨改革を契機 として全 く新 しい段階に入つ

た。即ち企業の合理化 と労働市場の再編成の段階である。通貨改革の労働市場

(30)Siebrechtは 婦人労働 の著 しい増 加の理 由を更 に次の如 き事情 に帰 さ しめて お る。

即 ち1)男 子 労働 力の枯 渇。2)婦 人労働 に適す る消費 財部 門の好況 。3)『 流 通

並び に管理 』部門の増大 が婦人労働 を有 利 に した事 。4)流 れ作業方式 の 導 入 が

婦人労働 を有 利 に した こと。5)婦 人の戦時 中の就 業経験 が職場進 出 を容 易 に し

ナこ。a.a.0.S.205

(31)Sozialtaschenbuch,S.27.
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の発展に対す る意義はか くて次の如 き点に求め られるべ きであらう。

1.通 貨改革によつて直ちに第二次産業部門即ちr工 業及び手工業』部門の雇

用が急速な増加 を示 したことである。爾後資本側の企業合理化に対する異常な

努力に も拘 らず,第 二次業産部門の雇用は着実な増加を示 したのであつた。第

二次産業部門の発展に対する通貨改革の意義は実に大 きい と云はねばな らぬ。

しかしなが ら通貨改革の第二次産業部門に及ぼした影響は過大評価 されてはな

らないであらう。1949年 は不況にも拘 らずこの部門の雇用が増加しておるが,

もし1950年 後半期 に世界的な好況の波が西 ドイツを訪れず,外 因的な好条件が

なかつたとしたならば,単 に国内復興需要だけを以てしては第二次産業部門雇

用の飛躍的な発展は到底持続し得 なかつたであらう。

2.通 貨改革は主 として農村地帯に見出 された 『潜在的失業』 を一挙に顕在

化 させたことである。旺盛な工業部門の雇用増加はやがてこれ らの農村地帯失

業 を吸収するに到るが,こ の吸収は50年 前半期 に於ては本格的に現はれず,工

業地帯は専 らこの時期に於ては地元の労働力(特 に未就業婦人層)を 吸収した

のである。

3・ 第三次産業部門は・通貨改革に依つて 「商業 ・銀行 ・保険』部門を除 く

他の凡ての分野に於て雇用は1949年 末迄減少 し,そ のため以後 「職員 』層の失

業は,好 況に依る工業労働者雇用の急速な増大 とその生活条件の好転に比 して

は容易に解決 されずその解決は1953～54年 迄待だねばならなかつた。

1948年 の末 よ り始まつた西 ドィッに対する各種の対外援助が,疲 弊した労働

力の恢復 と生産設備の 更新 ・増強 の点で大 きな貢献 をしたことは疑ひ得 ない

が,西 ドイッ労働市場の持つ 「構造的』な諸問題の解決のためには通貨改革は

最大の貢献を果した と云ふべ きである。か ～る点 よ りして通貨改革 こそが西 ド

イツ経済再建の基礎を確立 した と云つて過言ではないであらう。

'

、




